感　染　症　対　策　支　援　課
支　援　企　画　グ　ル　ー　プ
１　新型コロナウイルス感染症に係る医療機関等への支援
　新型コロナウイルス感染症への対応として、緊急に必要となる感染拡大防止や医療提供体制の整備等について、医療機関等への支援を行った。
　

(1) 医療従事者宿泊施設等確保事業
新型コロナウイルス感染症患者の治療に携わる医療従事者のために宿泊施設を確保する医療機関に対して、借上げを行うために要する費用の補助を行った。
　　　
　　　決　算　額　　　　４０９，０３６千円
（交付施設：５７機関）

（2）自宅療養者等往診等実施協力金交付事業
　新型コロナウイルス感染症患者のうち、自宅療養者等への往診又は訪問看護を行う医療機関等に対し協力金を交付した。

決　算　額　　５９５，９９２千円
（交付施設：５８６機関）
　
（3）退院基準到達患者の受入協力金交付事業
　新型コロナウイルス感染症の退院基準を満たしているものの引き続き入院継続が必要な患者を受け入れる医療機関に対し受入患者数に応じて協力金を交付した。
決　算　額　　１８０，４００千円
（交付施設：１８６機関）
　　　
（4）重症患者専用施設等整備事業
昨年度から引き続き、重症患者専用施設である「コロナ重症センター」の運営を行う医療機関に対して必要な費用の補助を行った。
決　算　額　　４７６，６３８千円
（交付施設：１機関）
２　新型コロナウイルス助け合い基金事業
決　算　額　　１９７，７６２千円

　　新型コロナウイルス感染症に関する医療及び療養に係る役務に従事する者の支援のため、「大阪府新型コロナウイルス助け合い基金」を運営するとともに、当該基金を活用して、医療従事者等に対し、感謝と応援のメッセージを添えて、支援金を贈呈した。
【令和４年度　支援金の贈呈結果】
	
	贈呈数
	金額

	第七次贈呈
（医療従事者等）
	１，７４２名
	１５９，８５０千円

	第七次贈呈
（医療機関）
	７４機関
	１６，４２８千円


３　新型コロナウイルス助け合い基金への積立て
新型コロナウイルス助け合い基金事業に係る支援金等の財源に充当するため、寄附者からの寄附金を一般会計に一旦収納させた後、新型コロナウイルス助け合い基金に繰り出した。

　　　                             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 決　算　額　　　　８８，５３８千円
４　診療型宿泊療養体制確保事業　
　　　宿泊療養施設において、療養者に対する初期治療や症状増悪等に対応するため、診療機能を付加した施設を整備し運用を行った。
決　算　額　　５，１０１，７５７千円
